
・自己紹介

・成果は情報通信技術を活用したマナマコ資源管理支援システムと、管理の方針となる
北海道マナマコ資源管理ガイドライン
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・農林水産省の委託事業「新たな農林水産施策を推進する実用技術開発事業」で平成
23年から25年度に実施

・5機関、合計22名で取り組んだ
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・中国の乾燥なまこの需要増により、単価が急騰、その結果、漁獲量、金額が急上昇

・漁業者の生産意欲が高くなり、獲りすぎる危機があった



・北海道のナマコ漁業は大半が、桁曳き網

・漁業者による自主管理が基本

・入口規制としては保護区の設定や漁期の制限、出口規制としては漁獲量規制
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・同じような項目で管理しても、ある地区では資源量は横ばい、別の地区では減少

・資源管理しても実効性のある取り組みでなければ資源は減る！
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・管理をするには資源状況を把握して、管理の取り組みを実行することが必要

・そこで、人間の定期健康診断にあたる安くて簡単なシステムを構築。これにより今の資
源量がわかるようにする。

・そして、治療方法にあたる資源管理のガイドラインを策定して、漁業者自ら獲る量を決
めれるようにする



・マナマコ資源管理支援システムは、iPadアプリであるデジタル操業日誌とGPSロガー
を全ての船に搭載する。

・そして、デジタル操業日誌に、漁業者がいつ、どのくらい獲ったのかを入力、送信

・同時に、携帯電話回線に対応したGPSロガーから位置情報を送信する。

・これらをデータはサーバで処理し、資源量を算出する。

・漁業者は解析結果をFAX、webサイト、アプリなどで確認できる

・これにより、漁業者が、調査し、資源評価、資源管理を行うことが可能になる
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・資源量の推定は面積密度法で計算

・日誌に入力する獲れた数量と漁船のGPS情報から得られる曳いた面積をもとに、分布
密度を計算し、100m×100mのグリッドに割り当てる

・これに漁場全体の面積をかけて、資源量を計算する
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・漁場全体の密度が直接算出できるので、非常に高精度

・誤差が小さいので数量管理に活用できる
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・さらに、空間情報が手に入るので、漁場の利用状況もわかる

10



・この計算を毎年続けて資源の変動が把握できた

・ある年の初期資源量から漁獲量を引くと獲り残し量がわかる

・そして、獲り残し量と翌年の初期資源量から、自然に増えた増加量が計算できる

・これを経年的に把握したところ、初期資源量が減少している2008-2011年の延べ増加
量は81トンに対し、漁獲量は113トンと獲りすぎていた。

・つまり、自然に増えた分、自然増加量よりも漁獲すれば資源が減ることが明らかになっ
た。
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・そこで、マナマコの資源管理の原則ルールとして、自然に増えた分よりも獲らないこと、
つまり、漁獲量の上限を決めることが重要であることがわかった

・この原則ルールを中心に、北海道マナマコ資源管理ガイドラインをまとめた。

・第1章では基本生態

・第2章では資源管理の進め方

・第3章ではシステムによる資源管理

・第4章ではシステムを用いない従来方法による資源管理をまとめている

・水産試験場のホームページで公開している
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・マナマコは卵から浮遊生活を経た後、2週間程度で着底する。

・着底から２～3ヶ月で親と同じようなマナマコの形態となる

・その後の成長は、4-6月に成長したあと、8-10月にマイナス成長になるパターンを繰り
返す
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・第１章ではマナマコの生態として、分布環境や体重と産卵量との関係を紹介

・マナマコは主に岩盤に分布している

・体重が増えると指数関数的に卵数も増える

・産卵期は各海域で異なり、早い地区では6月中旬～7月上旬、遅い地区では8月

・成熟産卵特性が海域で異なる
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・第2章では資源管理の進め方

・資源状況をふまえて実行する順応的な資源管理

・まず、操業計画を作り、実際に漁獲をして、資源状況を把握する。このときにシステム
もしくは手計算で行う

・そして、ガイドラインに沿って今後の獲り方を考えて、操業計画を作るということを毎年
繰り返す。
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・第3章では支援システムをもとにした資源管理を紹介

・システムを用いた資源管理の管理目標は、子、孫、そして将来も獲り続けられるように
すること

・なまこ部会で地区全体の漁獲量を決めて、デジタル操業日誌で操業情報を入力する。
必要に応じて漁期前調査を実施する。これをサーバへ送信して、資源量を計算して、
資源の増加量を確認する。

・そして、獲りすぎとなる前に、漁期を終了して、反省会を行う

・翌年にむけて、漁獲量の上限を設定する

・これを繰り返す
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・システムを用いない場合でも、管理目標は同じ

・ただし、正確な資源量がわからないため、資源が増えた減ったという傾向で獲りすぎに
ならないように慎重判断する。

・まずは、部会で漁獲量を設定、デジタル操業日誌の代わりに、紙の日誌に記入して、
担当者が手作業で整理、解析をする。

・そして、資源が減少傾向であれば、漁期後のなまこ部会で資源管理方法を決める

・これを毎年繰り返す
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・北海道の留萌地区のなまこ部会では、実際にシステムを導入して資源の回復に成功

・初期資源量は100トンから70トンを下回るまで減少

・その後、リアルタイムの情報配信が進むにつれて、漁業者の資源管理意識が向上

・漁業者間で話し合いを積み重ねたことで合意形成が進んだ。

・漁期の短縮、漁獲サイズの引き上げ、漁期の切り上げを強化

・その結果、初期資源量は90トンを越えるまでに回復

・さらに、漁獲サイズ以下のマナマコの資源量も増加
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課題番号249 ２次審査資料

・支援システムは民間企業から販売

・また、水産試験場や水研は、ガイドラインに沿った資源管理の普及につとめて、北海
道のマナマコ資源の回復を維持を進めている



・さらに、システムを導入した留萌地区のなまこ部会は、全国青年・女性漁業者交流大
会で水産庁長官賞を受賞

・私どもは、持続可能な漁業を目指して、現在沖合底びき網漁業の資源管理と経営安
定を支援するシステム開発に取り組んでいる
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